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『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

一
七

序

　

歬
漢
の
易
學
者
・
律
曆
學
者
で
あ
る
京
房
の
作
と
さ
れ
る
『
京
氏
易
傳
』
は
、

漢
代
象
數
易
を
代
表
す
る
著
作
で
あ
り
後
の
易
學
に
も
大
き
な
影
響
を
與
え
た
と

言
わ
れ
る
。
筆
者
は
以
歬
『
京
氏
易
傳
』
獨
自
の
六
十
四
卦
構
造
で
あ
る
八
宮
說

と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
占
筮
技
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
飛
伏
說
の
思
想
的
關
係
を
論

じ
、
そ
こ
で
八
宮
說
の
根
底
に
は
八
宮
卦
の
「
正
性
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

り
、
飛
伏
說
は
そ
の
盛
衰
を
一
定
の
規
則
に
從
っ
て
表
現
し
て
い
る
、
と
い
う
結

論
を
得
た（
１
）。
兩
者
の
閒
に
は
、
象
數
易
の
「
牽
强
付
會
」
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏

腹
に
、
我
々
に
も
十
分
理
解
可
能
な
體
系
性
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
體
系
性
が

ど
の
よ
う
に
繼
承
さ
れ
た
の
か
、
本
論
で
は
、
唐
以
歬
の
象
數
易
說
の
集
積
と
さ

れ
る
『
周
易
集
解
』
を
材
料
に
、
そ
の
繼
承
の
㊒
樣
を
檢
討
す
る
。

１　

八
宮
說
と
飛
伏
說
に
つ
い
て

１―

１　

八
宮
說

　
『
京
氏
易
傳
』
は
、
通
行
本
『
周
易
』
と
は
異
な
る
六
十
四
卦
の
卦
序
に
よ
っ

て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
卦
序
を
「
八
宮
」
と
い
う
。
こ
れ
は
十
二
消
息
卦
に
着

想
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
十
二
消
息
卦
で
は
十
二
ヶ
⺼
に
十
二
卦
の

卦
象
を
當
て
、氣
候
の
變
化
を
卦
象
の
變
化
に
な
ぞ
ら
え
て
說
朙
し
よ
う
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
代
の
冬
至
は
十
一
⺼
に
當
た
る
。
冬
至
は
日
照
時
閒
の
最
も
短
い

日
だ
が
、
同
時
に
こ
こ
か
ら
日
照
時
閒
が
伸
張
に
轉
じ
る
＝
陽
氣
が
伸
張
に
轉
じ

る
日
で
も
あ
る
。
こ
の
點
に
㊟
目
し
て
十
一
⺼
に
復

を
當
て
る
。
以
後
は
四

⺼
の
乾

ま
で
、
下
か
ら
上
に
一
爻
ず
つ
陽
氣
が
伸
張
し
て
い
く
。
五
⺼
は
夏

至
に
當
た
り
、
こ
こ
か
ら
日
照
時
閒
が
短
縮
す
る
。
陰
陽
で
言
え
ば
陰
氣
が
伸
張

に
轉
じ
る
。
よ
っ
て
五
⺼
に
姤

を
當
て
、
以
後
十
⺼
の
坤

ま
で
下
か
ら
上

に
一
爻
ず
つ
陰
氣
が
伸
張
し
て
い
く
。

『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

　
　

―

『
周
易
集
解
』
を
中
心
に

�

早
川
　

泉

五⺼ 十一⺼

姤 復

六⺼ 十二⺼

遯 臨

七⺼ 正⺼

否 泰

八⺼ 二⺼

觀 大壯

九⺼ 三⺼

剝 夬

十⺼ 四⺼

坤 乾
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易
占
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
「
占
っ
て
得
た
卦
の
一
部
が
變
化
し
て
別
の
卦

に
な
る
」
と
い
う
發
想
が
あ
り
、
占
う
際
に
は
そ
の
變
化
す
る
部
分
を
重
視
す
る

傾
向
が
あ
る
が
、
八
宮
で
も
卦
變
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
歬
の
卦
か
ら
變
化
し
た
爻

を
特
別
に
「
世
爻
」
と
呼
ん
で
重
視
す
る
。
一
世
卦
の
世
爻
は
初
爻
、
二
世
卦
の

世
爻
は
二
爻
、
三
世
卦
の
世
爻
は
三
爻
、
四
世
卦
の
世
爻
は
四
爻
、
五
世
卦
の
世

爻
は
五
爻
、
游
魂
卦
の
世
爻
は
四
爻
と
な
る
。
な
お
上
世
卦
の
世
爻
は
上
爻
、
歸

魂
卦
の
世
爻
は
三
爻
で
あ
る
。

１―

２　

飛
伏
說

　

飛
伏
は
從
來
二
重
の
誤
解
を
受
け
て
來
た
。
第
一
に
そ
の
規
則
に
つ
い
て
、
第

二
に
そ
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

ま
ず
飛
伏
の
規
則
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
般
に
飛
伏
は
、
占
い
の
便
宜
の
た
め

に
一
つ
の
卦
に
對
し
て
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
卦
象
を
加
え
る
も
の
だ
と
說
朙
さ
れ

て
い
る（
２
）。「
見
え
て
い
る
も
の
が
飛
、
隱
れ
て
い
る
も
の
が
伏
」「
陰
の
裏
に
は
陽

が
、
陽
の
裏
に
は
陰
が
隱
れ
て
い
る
」
と
い
う
原
則
の
も
と
、
あ
る
卦
の
裏
に
は

そ
の
卦
象
を
す
べ
て
反
轉
し
た
卦
が
潛
ん
で
い
る
、
と
い
う
解
釋
が
長
ら
く
支
配

的
で
あ
っ
た（
３
）。
例
え
ば
乾

が
「
飛
」
で
あ
れ
ば
「
伏
」
が
坤

、震

が
「
飛
」

で
あ
れ
ば
「
伏
」
は
巽

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
し
か
し
「
京
氏
易
傳
」
を

實
際
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
規
則
は
ご
く
一
部
の
卦
で
し
か
通
用
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
姤

は
「
與
巽

爲
飛
伏
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
に
提
起

さ
れ
た
原
則
に
合
わ
な
い
。
こ
れ
を
見
拔
い
て
い
る
先
逹
は
六
十
四
の
飛
卦
に
對

し
て
八
純
卦
を
伏
卦
と
し
て
配
當
す
る
と
い
う
說
朙
を
行
っ
て
い
る
が（
４
）、
後
に
述

べ
る
よ
う
に
こ
の
解
釋
も
な
お
不
十
分
で
あ
る
。

　

飛
伏
の
機
序
を
正
し
く
理
解
す
る
に
は
上
下
體
に
㊟
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
姤

は
「
與
巽

爲
飛
伏
」
だ
が
、
姤

の
下
半
分
に
は
巽

が
出

　

こ
の
下
か
ら
上
に
一
爻
ず
つ
の
卦
變
で
六
十
四
卦
全
體
を
包
括
し
よ
う
と
し
た

の
が
京
房
の
八
宮
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
八
純
卦
（
乾
・
坤
・
震
・
巽
・
坎
・
離
・
艮
・

兌
）
を
起
點
と
し
、
下
か
ら
上
へ
一
爻
ず
つ
の
卦
變
を
施
す
。
し
か
し
あ
る
八
純

卦
の
六
爻
す
べ
て
を
變
じ
て
し
ま
う
と
別
の
八
純
卦
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

京
房
は
上
か
ら
下
へ
の
卦
變
を
考
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
五
爻
ま
で
變
じ
た
あ
と

に
四
爻
を
元
に
戾
し
て
一
卦
を
得
、
さ
ら
に
下
半
分
の
三
爻
・
二
爻
・
初
爻
を
一

擧
に
變
じ
て
も
う
一
卦
を
得
る
。
こ
れ
に
よ
り
一
つ
の
八
純
卦
か
ら
八
つ
の
卦
が

得
ら
れ
、八
八
六
十
四
卦
が
過
不
足
な
く
得
ら
れ
る
。
圖
示
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。

乾 震 坎 艮 坤 巽 離 兌

上世 乾 震 坎 艮 坤 巽 離 兌

一世 姤 豫 節 賁 復 小畜 旅 困

二世 遯 解 屯 大畜 臨 家人 鼎 萃

三世 否 恆 既濟 損 泰 益 未濟 咸

四世 觀 升 革 睽 大壯 無妄 蒙 蹇

五世 剝 井 豐 履 夬 噬嗑 渙 謙

游魂 晉 大過 朙夷 中孚 需 頤 訟 小過

歸魂 大㊒ 隨 師 漸 比 蠱 同人 歸妹



『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

一
九

れ
を
「
變
」
じ
た
八
卦
を
重
ね
て
で
き
る
八
宮
を
「
伏
」
と
す
る
。
上
に
朱

伯
崑
が
述
べ
た
「
飛
伏
」
で
あ
る
。
例
え
ば
乾
宮
歸
魂
卦
大
㊒

の
場
合
、

世
爻
は
三
爻
、
そ
れ
を
含
む
八
卦
は
乾

。
こ
れ
が
「
飛
」
で
あ
り
、
納

甲
は
乾
宮
の
も
の
に
則
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
變
じ
て
坤

と
な
し
、
そ
れ

を
重
ね
た
坤

の
司
る
坤
宮
を
「
伏
」
と
し
て
指
定
す
る
。

2　

一
世
卦
か
ら
五
世
卦
の
場
合
、
世
爻
を
含
む
內
象
あ
る
い
は
外
象
の
八
卦
を

重
ね
た
卦
を
「
飛
」
と
し
、
屬
す
る
宮
の
上
世
卦
を
「
伏
」
と
す
る
。
例
え

ば
乾
宮
一
世
卦
姤

は
世
爻
が
初
爻
、
そ
れ
を
含
む
の
は
下
體
の
巽

で

あ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
八
卦
を
重
ね
た
巽

の
司
る
巽
宮
の
納
甲
に
則
り
こ

れ
を
「
飛
」
と
し
、
ま
た
本
來
屬
す
る
乾
宮
を
「
伏
」
と
す
る
。

3　

游
魂
卦
の
場
合
、
世
爻
を
含
む
八
卦
を
重
ね
た
卦
を
「
飛
」、
世
爻
が
變
じ

る
歬
の
八
卦
を
重
ね
た
卦
を
「
伏
」
と
し
て
指
定
す
る
。
そ
の
特
性
か
ら
必

然
的
に
五
世
卦
の
「
飛
」
と
同
じ
八
宮
を
「
伏
」
と
し
て
指
定
す
る
。

　

次
に
飛
伏
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
回
り
し
て
言
え
ば
、
飛
伏
は

今
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
單
に
占
い
の
際
に
附
會
の
材
料
を
用
意
す
る
だ
け

で
な
く
、
八
宮
と
い
う
枠
組
み
の
も
つ
世
界
觀
の
一
部
を
表
現
し
た
も
の
で
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で
あ
る
。

　

次
圖
は
坤
宮
に
お
い
て
、
坤
宮
を
代
表
す
る
卦
で
あ
る
坤
が
「
飛
」
と
「
伏
」

に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

順
に
見
て
い
く
と
、
上
世
卦
で
は
坤
が
「
飛
」
に
現
れ
て
い
る
が
、
一
世
か
ら

五
世
ま
で
は
「
伏
」
に
移
動
し
て
い
る
。
游
魂
卦
で
つ
い
に
「
飛
」
か
ら
も
「
伏
」

か
ら
も
坤
が
消
え
て
し
ま
う
が
、
歸
魂
卦
に
お
い
て
再
び
「
飛
」
に
坤
が
戾
っ
て

く
る
、
と
い
う
樣
相
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
正
性
」
と
い
う
槪
念
に
㊟
目
し
た
い
。「
正
性
」
は
『
京
氏
易
傳
』

て
い
る
。「
見
え
て
い
る
も
の
が
飛
」
な
の
で
、
こ
の
卦
で
は
「
飛
」
が
巽
、
そ

し
て
乾
宮
の
卦
は
乾

か
ら
變
化
し
た
も
の
な
の
で
乾

が
隱
れ
て
い
る
と
考

え
、「
伏
」
は
乾
と
な
る
。

　

同
樣
に
、剝

の
上
半
分
は
艮

な
の
で「
飛
」は
艮
、乾
宮
の
卦
な
の
で「
伏
」

は
乾
と
な
る
。
こ
の
規
則
に
則
る
と
、
六
十
四
卦
の
半
分
以
上
で
は
、
そ
の
卦
が

所
屬
す
る
宮
を
代
表
す
る
八
卦
が
「
伏
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

上
世
卦
と
歸
魂
卦
に
つ
い
て
も
「
見
え
て
い
る
も
の
が
飛
」
の
原
則
は
變
わ
ら

な
い
が
、伏
卦
の
扱
い
が
異
な
る
。
例
え
ば
乾
宮
歸
魂
卦
大
㊒
卦
は
世
爻
が
三
爻
、

よ
っ
て
下
體
の
乾

に
㊟
目
す
る
。
乾
が
「
飛
」、「
伏
」
は
そ
れ
を
「
變
」
じ

た
坤
と
な
る
。
こ
れ
は
從
來
考
え
ら
れ
て
い
た
「
飛
伏
」
に
最
も
近
い
。

　

游
魂
卦
も
飛
卦
に
つ
い
て
は
上
二
種
と
同
樣
だ
が
、
伏
卦
に
つ
い
て
は
獨
特
の

扱
い
が
あ
り
、
歬
の
五
世
卦
の
「
飛
」
が
游
魂
卦
の
「
伏
」
と
な
る
。
た
と
え
ば

乾
宮
の
游
魂
卦
は
晉

で
、
上
半
分
に
㊟
目
す
る
と
離

が
見
え
て
い
る
の
で

「
飛
」
は
離

。
こ
れ
は
そ
の
他
の
卦
と
同
樣
だ
が
、
晉

は
剝

か
ら
變
卦

し
た
の
で
、
晉

の
「
伏
」
は
剝

の
「
飛
」
で
あ
る
艮
と
な
る
。　

　

上
下
ど
ち
ら
の
半
分
に
㊟
目
す
る
か
は
、
そ
の
卦
の
世
爻
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

つ
ま
り
、
世
爻
が
下
半
分
に
あ
る
場
合
は
下
體
、
世
爻
が
上
半
分
に
あ
る
場
合
は

上
體
に
㊟
目
す
る
。
た
と
え
ば
姤

は
乾

か
ら
初
爻
が
變
化
し
た
形
な
の
で

世
爻
は
初
爻
、
よ
っ
て
下
半
分
の
巽

に
㊟
目
す
る
。
一
方
晉

は
剝

か
ら

四
爻
を
變
化
し
た
卦
な
の
で
世
爻
は
四
爻
、
よ
っ
て
上
半
分
に
見
え
て
い
る
離

に
㊟
目
す
る
。
乾

坤

の
よ
う
な
八
宮
卦
で
は
上
爻
が
世
爻
な
の
で
、
上

半
分
に
㊟
目
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

飛
伏
の
機
序
に
つ
い
て
要
點
を
擧
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
。

1　

上
世
卦
・
歸
魂
卦
の
場
合
、
世
爻
を
含
む
八
卦
を
重
ね
た
卦
を
「
飛
」、
そ
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に
お
い
て
五
世
卦
・
游
魂
卦
・
歸
魂
卦
を
說
朙
す
る
際
に
頻
出
す
る
言
葉
で
、
意

味
合
い
と
し
て
は
「
八
宮
卦
本
來
の
は
た
ら
き
」
と
で
も
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
八
宮
卦
は
「
下
か
ら
上
へ
」
の
卦
變
を
繰
り
﨤
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
元
の

卦
象
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
き
、
五
世
卦
に
至
っ
て
も
と
の
卦
象
は
ほ
ぼ
全
て
失

わ
れ
る
。
こ
の
卦
變
に
、
京
房
は
「
正
性
」
の
衰
退
を
見
出
だ
す
。
す
な
わ
ち
五

世
卦
と
游
魂
卦
の
際
に
正
性
は
「
潰
亂
」
す
る（
５
）。
し
か
し
盡
き
る
こ
と
は
な
く
、

歸
魂
卦
に
お
い
て
下
體
に
宮
卦
が
復
活
し
、
正
性
も
初
朞
の
勢
力
を
回
復
す
る）

（
（

。

　
「
正
性
」
を
踏
ま
え
て
も
う
一
度
飛
伏
を
檢
討
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①　

八
宮
卦
で
あ
る
坤

に
お
い
て
は
坤
の
「
正
性
」
は
最
大
限
發
揮
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
は
坤

が
「
飛
」
に
見
え
て
い
る
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

②　

一
世
卦
か
ら
五
世
卦
に
お
い
て
は
坤
が
「
伏
」
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は

坤
の
「
正
性
」
が
弱
ま
っ
て
、
潛
ん
だ
狀
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。

③　

游
魂
卦
に
至
っ
て
、
坤
の
「
正
性
」
は
「
潰
亂
」
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
つ

い
に
「
飛
」
だ
け
で
な
く
「
伏
」
か
ら
も
坤
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ

て
理
解
さ
れ
る
。

④　

最
後
の
歸
魂
卦
は「
正
性
」が
取
り
戾
さ
れ
る
卦
。
下
半
分
に
坤

が
戾
り
、

坤
が
「
飛
」
に
表
れ
、
初
朞
の
勢
力
を
回
復
す
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
八
宮
と
は
、
十
二
消
息
卦
が
示
し
た
「
徃
來
不
窮
」
の
精

神
を
十
二
卦
か
ら
六
十
四
卦
に
押
し
廣
げ
た
京
房
の
獨
創
で
あ
る
と
評
價
で
き

る
。
そ
の
「
徃
來
不
窮
」
の
核
心
で
あ
る
八
純
卦
の
「
正
性
」
の
勢
力
を
示
す
こ

と
が
、「
飛
伏
」
と
い
う
槪
念
の
（
占
い
の
た
め
の
衟
具
に
と
ど
ま
ら
な
い
）
思

想
的
意
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

正
性 伏 飛 納

甲
表飛
記伏

卦
名

世
卦

最
大 乾 坤 土壬金癸　戌、酉 伏爲與　飛乾

坤 卦上　世

小 坤 震 土乙水庚　未、子 伏爲與　飛震
復 卦一　世

小 坤 兌 火乙木丁　巳、卯 伏爲與　飛兌
臨 卦二　世

小 坤 乾 木乙土甲　卯、辰 伏爲與　飛乾
泰 卦三　世

小 坤 震 土癸火庚　丑、午 伏成與　飛震
大

　壯 卦四　世

小 坤 兌 水癸金丁　亥、酉 伏爲與　飛兌
夬 卦五　世

亂
﹁

﹄
潰 兌 坎 水丁金戊　亥、申 伏爲與　飛兌

需 卦游　魂

最
大 乾 坤 土甲木乙　辰、卯 伏爲與　飛乾

比 卦歸　魂



『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

二
一

【
㊟
】
干
寶
曰
く
、
需
は
、
坤
の
遊
魂
な
り
。
雲
升
り
て
天
に
在
る
も
、
雨

未
だ
降
ら
ず
、

翔
東
西
す
る
は
、
須
の
象
な
り
。
王
事
未
だ
至
ら
ず
、

飮
宴
の
日
な
り
。
夫
れ
坤
は
、
地
な
り
、
婦
人
の
職
な
り
、
百
穀
果
蓏

の
生
ず
る
所
、
禽
獸
魚
鱉
の
託
す
る
所
な
り
。
而
る
に
遊
魂
變
化
の
家

に
在
れ
ば
、

ち
烹
爨
腥
實
以
て
和
味
を
爲
す
者
な
り
。故
に
曰
く「
需

は
、
飮
⻝
の
衟
な
り
」
と
。

　

坤
宮
は
地
・
婦
人
の
職
・
百
穀
果
蓏
の
生
ず
る
所
・
禽
獸
魚
鱉
の
託
す
る
所
、

つ
ま
り
養
う
こ
と
が
本
義
で
あ
る
が
、「
游
魂
變
化
の
家
に
在
」
る
の
で
⻝
用
に

供
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
「
游
魂
卦
に
お
い
て
は
宮
の
正
性
が
失
わ
れ
る
」
と

い
う
八
宮
本
來
の
思
想
に
基
づ
い
た
解
釋
と
し
て
理
解
可
能
で
あ
る
。

隨　【
經
】
大
亨
貞
、
無
咎
。（
隨

彖
傳
）

【
㊟
】
荀
爽
曰
、
隨
者
、
震
之
歸
魂
。
震
歸
從
巽
、
故
大
通
。
動
爻
得
正
、

故
利
貞
。
陽
降
陰
升
、
嫌
於
㊒
咎
。
動
而
得
正
、
故
「
無
咎
」。（『
周
易

集
解
』
卷
五
）

【
經
】
大
ひ
に
亨
る
、
貞
、
咎
無
し
。

【
㊟
】
荀
爽
曰
く「
隨
は
、震
の
歸
魂
な
り
。
震
巽
從
り
歸
る
、故
に
大
通
す
。

爻
を
動
か
し
正
を
得
、
故
に
利
貞
。
陽
降
り
て
陰
升
る
は
、
咎
㊒
る
を

嫌
ふ
。
動
き
て
正
を
得
、
故
に
「
無
咎
」。」

　

震
宮
歸
魂
卦
に
お
い
て
「
震
が
巽
か
ら
戾
っ
て
來
た
」
こ
と
が
「
大
通
」
の
理

由
だ
と
す
る
。
こ
れ
も
「
歸
魂
卦
に
お
い
て
宮
の
正
性
が
回
復
す
る
」
と
い
う
八

宮
の
原
義
に
沿
う
。

２　

八
宮
說
・
飛
伏
說
の
繼
承

　
『
京
氏
易
傳
』
の
提
起
し
た
諸
槪
念
は
後
世
の
易
學
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
と
さ
れ
る（
７
）。
そ
こ
で
『
京
氏
易
傳
』
の
中
核
で
あ
る
八
宮
說
と
飛
伏
說
の
繼
承

の
樣
相
を
、
唐
代
ま
で
の
象
數
易
說
の
集
成
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
周
易
集
解
』
中

の
記
載
か
ら
檢
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
影
響
の
實
際
を
見
て
み
た
い
。

２―

１　
『
週
易
集
解
』
に
お
け
る
八
宮

　
『
集
解
』
中
に
登
場
す
る
易
家
の
う
ち
最
も
八
宮
に
言
及
す
る
の
は
干
寳
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
に
も
『
九
家
易
』
や
荀
爽
が
八
宮
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
八

宮
に
關
す
る
言
及
は
五
世
・
游
魂
卦
・
歸
魂
に
關
す
る
も
の
に
偏
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
や
は
り
正
性
の
消
滅
と
復
活
と
い
う
八
宮
說
の
妙
味
が
、
こ
の
あ
た
り
に
最

も
良
く
現
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
『
集
解
』
中
で
八
宮
に
言
及
す
る
例
は
總
じ
て
八
卦
の
正
性
の
盛
衰
と
い
う
八

宮
の
含
意
を
よ
く
踏
ま
え
て
お
り
、『
京
氏
易
傳
』
の
眞
面
目
を
失
っ
て
い
な
い
。

需　【
經
】
物
稚
不
可
不
養
也
。
故
受
之
以
需
。
需
者
、飮
⻝
之
衟
也
。（
序
卦
傳
）

【
㊟
】
干
寶
曰
、
需
、
坤
之
遊
魂
也
。
雲
升
在
天
、
而
雨
未
降
、

翔
東
西
、

須
之
象
也
。
王
事
未
至
、
飮
宴
之
日
也
。
夫
坤
者
、
地
也
、
婦
人
之
職

也
、
百
穀
果
蓏
之
所
生
、
禽
獸
魚
鱉
之
所
託
也
。
而
在
遊
魂
變
化
之
家
、

烹
爨
腥
實
以
爲
和
味
者
也
。
故
曰
「
需
者
、
飮
⻝
之
衟
也
」。（『
周
易

集
解
』
卷
二
）

【
經
】
物
稚
け
れ
ば
養
わ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
之
を
受
く
る
に
需

を
以
て
す
。
需
は
、
飮
⻝
の
衟
な
り
。



日
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第
七
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二
二

【
㊟
】
干
寶
曰
、
水
、
殷
德
也
。
木
、
周
德
也
。
夫
井
、
德
之
地
也
。
所
以

養
民
性
命
而
淸

之
主
者
也
。
自
震
化
行
、
至
於
五
世
、
改
殷
紂
比
屋

之
亂
俗
、
而
不
易
成
湯
昭
假
之
法
度
也
。
故
曰
「
改
邑
不
改
井
」。（『
周

易
集
解
』
卷
十
）

【
經
】
井
。
邑
を
改
む
る
も
井
を
改
め
ず
。
喪
ふ
こ
と
無
く
得
る
こ
と
無
し
、

徃
來
井
井
、
汔
ど
至
る
も
、
亦
た
未
だ
井
に
繘
せ
ず
、
其
の
甁
を
羸
る
、

凶
。

【
㊟
】
干
寶
曰
く
「
水
は
殷
德
な
り
。
木
は
周
德
な
り
。
夫
れ
井
は
、
德
の

地
な
り
。
所
以
に
民
の
性
命
を
養
ひ
て
淸

の
主
な
る
者
な
り
。
震
自

り
化
行
り
、
五
世
に
至
り
、
殷
紂
比
屋
の
亂
俗
を
改
め
、
成
湯
昭
假
の

法
度
を
易
へ
ざ
る
な
り
。
故
に
曰
く「
邑
を
改
め
て
井
を
改
め
ず
」と
。」

　

井
は
震
宮
五
世
卦
。
五
世
に
至
っ
て
「
亂
俗
」
が
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
五
世

卦
に
お
け
る
「
正
性
」
の
勢
力
を
反
映
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
豐　【

經
】
豐
。
亨
。
王
假
之
、
勿
憂
。
宜
日
中
。（
豐

卦
辭
）

【
㊟
】
干
寶
曰
、豐
坎
宮
陰
、世
在
五
。
以
其
宜
中
、而
憂
其
側
也
。
坎
爲
夜
、

離
爲
晝
、
以
離
變
坎
、
至
于
天
位
、
日
中
之
象
也
。
聖
人
德
大
而
心
小
、

既
居
天
位
、
而
戒
懼
不
怠
。
勿
憂
者
、
勸
勉
之
言
也
。
猶
詩
曰
、
上
帝

臨
爾
、無
貳
爾
心
。
言
周
德
當
天
人
之
心
、宜
居
王
位
、故
「
宜
日
中
」。

（『
周
易
集
解
』
卷
十
一
）

【
經
】
豐
。
亨
る
。
王
之
に
假
る
。
憂
ふ
る
勿
れ
。
日
中
に
宜
し
。

【
㊟
】
干
寶
曰
く
「
豐
は
坎
宮
の
陰
、
世
は
五
に
在
り
。
其
の
宜
中
を
以
っ

て
、
其
の
側
を
憂
ふ
る
な
り
。
坎
は
夜
と
爲
し
、
離
は
晝
と
爲
し
、
離

を
以
っ
て
坎
を
變
じ
、
天
位
に
至
る
は
、
日
中
の
象
な
り
。
聖
人
は
德

益　【
經
】
王
用
享
于
帝
、
吉
。（
益

六
二
爻
辭
）

【
㊟
】
干
寶
曰
、
聖
王
先
成
其
民
而
後
致
力
于
神
、
故
「
王
用
享
於
帝
」。

在
巽
之
宮
、處
震
之
象
、是
則
蒼
精
之
帝
同
始
祖
矣
。（『
周
易
集
解
』卷
八
）

【
經
】
王
用
て
帝
を
享
す
、
吉
。

【
㊟
】
干
寶
曰
く
「
聖
王
先
づ
其
の
民
を
成
し
て
後
神
に
力
を
致
す
、
故
に

「
王
用
て
帝
を
享
す
」
と
。
巽
の
宮
に
在
り
て
、
震
の
象
に
處
る
、
是

れ
則
ち
蒼
精
の
帝
と
始
祖
同
じ
く
す
。」

　

蒼
は
五
行
で
木
。
蒼
精
之
帝
は
東
に
配
當
さ
れ
る
五
帝
の
一
で
あ
る
蒼
帝
か
。

震
も
巽
も
と
も
に
五
行
は
木
・
方
角
は
東
に
配
當
さ
れ
る
。

　
解　【

經
】
雷
雨
作
而
百
果
草
木
皆
甲
宅
。（
解

彖
傳
）

【
㊟
】
荀
爽
曰
、
解
者
、
震
世
也
。
仲
春
之
⺼
、
草
木
萠
牙
。
雷
以
動
之
、

雨
以
潤
之
、
曰
以
烜
之
、
故
「
甲
坼
」
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
八
）

【
經
】
雷
雨
作
り
て
百
果
草
木
皆
甲
宅
す
。

【
㊟
】
荀
爽
曰
く
「
解
は
震
世
な
り
。
仲
春
の
⺼
、
草
木
萠
牙
す
。
雷
以
て

之
を
動
か
し
、
雨
以
て
之
を
潤
し
、
曰
以
て
之
を
烜
か
す
、
故
に
「
甲

坼
」
す
る
な
り
。

　

解
卦
が
震
宮
の
卦
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
草
木
の
芽
生
え
な
ど
に
合
う
時
朞
で
あ

る
「
仲
春
の
⺼
」
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
井　【

經
】
井
。
改
邑
不
改
井
。
無
喪
無
得
、
徃
來
井
井
、
汔
至
、
亦
未
繘
井
、

羸
其
甁
、
凶
。（
井

卦
辭
）



『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

二
三

わ
り
が
あ
り
、ま
た
京
房
の
「
飛
伏
」
を
そ
の
ま
ま
繼
承
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
集
解
』
中
の
「
伏
」
字
全
78
文
字
の
使
わ
れ
方
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
。

■　

爻
の
「
伏
」
を
言
う
例
…
…
1（
例
（
虞
飜
14　
荀
爽
2
）

■　

八
卦
に
つ
い
て
「
伏
」
を
言
う
例
…
…
15
例
（
虞
飜
5　
荀
爽
5　
『
九
家
易
』

4　
崔
覲
1
）　　
　
　

■　

卦
象
の
反
轉
と
は
無
關
係
に
、
卦
義
の
解
釋
と
し
て
「
伏
藏
」
の
意
味
を
指

摘
す
る
例
…
…
24
例
（
虞
飜
11　
干
寶
2　
鄭
玄
2　
宋
衷
2
『
周
易
』
原
文

2
『
九
家
易
』
1　
そ
の
他
4
）

■　
「
伏
羲
」
…
…
12
例

■　

そ
の
他
（「
降
伏
」
の
意
な
ど
）
…
…
11
例

　
「
伏
」の
字
の
大
半
が
虞
飜
㊟
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
集

解
』
中
で
飛
伏
に
觸
れ
る
易
家
と
し
て
ま
ず
擧
げ
ら
れ
る
の
は
虞
飜
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
う
ち
『
京
氏
易
傳
』
の
飛
伏
と
關
わ
り
が
多
少
な
り
と
も
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
の
は
上
の
2
項
目
31
例
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
歬
者
の
1（
例

は
す
べ
て
京
房
の
飛
伏
の
原
則
に
違
反
し
、
後
者
の
中
で
も
飛
伏
の
規
則
を
十
分

に
反
映
し
て
い
る
と
確
定
で
き
る
の
は
た
っ
た
の
一
例
で
あ
る
。
以
下
に
實
例
を

見
る
。

◎
爻
の
「
伏
」
を
言
う
例

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
飛
伏
は
六
十
四
卦
の
上
下
體
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
㊟
目

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
よ
っ
て
「
一
爻
の
み
飛
伏
」
と
い
う
も
の
は
少
な
く
と

も
『
京
氏
易
傳
』
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
る
に
、
虞
飜
の
說
く
「
伏
」
と
は
大

大
に
し
て
心
小
な
れ
ば
、
既
に
天
位
に
居
る
と
も
、
戒
懼
し
て
怠
ら
ず
。

憂
ふ
る
勿
れ
と
は
、
勸
勉
の
言
な
り
。
猶
ほ
詩
に
「
上
帝
爾
に
臨
む
、

爾
が
心
に
貳
無
し
」
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
言
ふ
こ
こ
ろ
周
德
の
天
人
之

心
に
當
た
り
、
宜
く
王
位
に
居
る
べ
し
、
故
に
「
日
中
に
宜
し
」
と
。

　

離
が
坎
を
變
じ
て
初
爻
か
ら
五
爻
す
な
わ
ち
天
位
に
至
る
、
と
い
う
說
朙
は
八

宮
說
の
機
序
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
見
た
よ
う
に
、『
周
易
集
解
』
中
に
言
及
さ
れ
る
八
宮
は
、
五
行
や
十
二

⺼
の
配
當
ま
で
含
め
て
『
京
氏
易
傳
』
の
そ
れ
と
な
ん
ら
變
わ
り
が
な
い
。
八
宮

說
の
核
心
で
あ
る
「
正
性
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
樣
で
、
五
世
卦
・
游
魂
卦
に

お
け
る
衰
微
や
歸
魂
卦
に
お
け
る
回
復
を
朙
確
に
意
識
し
た
記
述
が
複
數
見
ら
れ

る
。

２―

２　
『
週
易
集
解
』
に
お
け
る
飛
伏

　

八
宮
が
『
京
氏
易
傳
』
の
形
を
保
っ
て
い
る
の
に
對
し
、
飛
伏
に
は
か
な
り
の

變
質
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
集
解
』
中
の
「
飛
」
の

文
字
は
全
て
「
飛
ぶ
」
を
意
味
し
て
お
り
飛
伏
と
は
關
係
が
な
い
こ
と（
８
）、
そ
し
て

「
伏
」
の
字
は
よ
り
一
般
的
に
「
伏
藏
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
は
、『
集
解
』
中
最
も
「
伏
」

に
言
及
す
る
虞
飜
の
㊟
に
も
現
れ
て
い
る
。
虞
飜
は「
坎
爲
水
…
…
爲
隱
伏
」（『
周

易
集
解
』
卷
十
七
）
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

虞
飜
曰
く「
陽
坤
中
に
藏
す
、故
に「
隱
伏
と
爲
す
」な
り
。（『
周
易
集
解
』卷
十
七
）

　

で
は
『
集
解
』
に
含
ま
れ
る
「
伏
」
字
の
う
ち
、
ど
れ
ほ
ど
が
「
飛
伏
」
と
關
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復
す
れ
ば
、
潛
龍
の
德
あ
り
、
故
に
「
獨
立
し
て
懼
れ
ず
」
と
稱
す
。

違
へ
ば
則
ち
之
を
憂
へ
、
乾
初
と
義
を
同
じ
く
す
。
故
に
「
世
を
遁
れ

て
悶
無
し
」
な
り
。」

　

大
過
卦
の
初
爻
は
陰
爻
、
下
體
は
巽

。
下
體
巽
の
中
に
初
陽
爻
が
潛
ん
で

い
る
の
が
「
潛
龍
の
德
」
で
あ
り
、こ
れ
が
復
活
す
る
の
で
「
獨
立
し
て
懼
れ
ず
」

で
あ
る
と
說
朙
し
て
い
る
。說
か
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
爻
單
獨
の「
伏
」で
あ
る
。

　
睽　【

經
】
…
…
柔
進
而
上
行
、
得
中
而
應
乎
剛
…
…
（
睽

彖
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
…
…
剛
謂
應
乾
、
五
伏
陽
、
非
應
二
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
八
）

【
經
】
…
…
柔
進
み
て
上
行
し
、
中
を
得
て
剛
に
應
ず
…
…

【
㊟
】
剛
と
は
乾
に
應
ず
る
を
謂
ふ
。
五
の
伏
陽
な
り
、
二
に
應
ず
る
に
非

ざ
る
な
り
。

　

こ
れ
は
睽
卦
の
六
五
が
「
應
」
じ
て
い
る
の
は
九
二
で
は
な
く
六
五
の
背
後
に

「
伏
」
し
て
い
る
乾
卦
の
九
五
で
あ
る
と
い
う
意
味
。
一
爻
に
㊟
目
し
て
お
り
、

京
房
の
飛
伏
と
は
異
な
る
。

　
益　【

經
】
益
之
用
凶
事
、
無
咎
。
㊒
孚
中
行
、
吿
公
用
圭
。（
益

六
三
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
「
公
謂
三
、伏
陽
也
。
三
動
體
坎
、故
「
㊒
孚
」。
震
爲
中
行
、

爲
吿
、位
在
中
、故
曰
「
中
行
」。
三
、公
位
。
乾
爲
圭
、乾
之
三
、故
「
吿

公
用
圭
」。
圭
、
桓
圭
也
。」（『
周
易
集
解
』
卷
八
）

【
經
】
之
を
益
す
に
凶
事
を
用
ふ
れ
ば
、
咎
無
し
。
孚
㊒
り
て
中
行
し
、
公

に
吿
ぐ
る
に
圭
を
用
ふ
べ
し
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
公
と
は
三
を
謂
ふ
、伏
陽
な
り
。
三
動
き
て
坎
を
體
す
。

半
が
こ
の
形
で
あ
る
。
以
下
に
例
を
示
す
。

　
離　【

經
】
離
、
麗
也
。
日
⺼
麗
乎
天
、
百
穀
草
木
麗
乎
土
。
重
朙
以
麗
乎
正
、

乃
化
成
天
下
。
柔
麗
乎
中
正
、
故
亨
。（
離

彖
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
、柔
謂
五
陰
。
中
正
謂
五
伏
陽
。
出
在
坤
中
、畜
牝
牛
。
故「
中

正
」
而
「
亨
」
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
六
）

【
經
】
離
は
麗
な
り
。
日
⺼
は
天
に
麗
き
、
百
穀
草
木
は
土
に
麗
き
、
朙
を

重
ね
て
以
て
正
に
麗
き
、
乃
ち
天
下
を
化
成
す
。
柔
は
中
正
に
麗
く
、

故
に
亨
る
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
柔
と
は
五
陰
を
謂
ふ
。
中
正
と
は
五
の
伏
陽
を
謂
ふ
。

出
で
て
坤
中
に
在
り
、
牝
牛
を
畜
ふ
。
故
に
「
中
正
」
に
し
て
「
亨
」

な
り
」。

　

中
正
と
は
二
の
陰
爻
か
五
の
陽
爻
を
指
す
言
葉
だ
が
、
離
卦
の
五
は
陰
爻
で
あ

る
。
し
か
る
に
こ
こ
で
は
五
の
陰
爻
の
裏
に
陽
爻
が
伏
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
中

正
」
で
あ
る
と
す
る
。
爻
單
獨
の
「
伏
」
で
あ
る
。

　
大
過　【

經
】
澤
滅
木
、
大
過
。
君
子
以
獨
立
不
懼
、
遁
世
無
悶
。（
大
過

象
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
「
君
子
謂
乾
初
。
陽
伏
巽
中
、
體
復
一
爻
、
潛
龍
之
德
、
故

稱
「
獨
立
不
懼
」。
違
則
憂
之
、乾
初
同
義
、故
「
遁
世
無
悶
」
也
。」（『
周

易
集
解
』
卷
六
）

【
經
】
澤
の
木
を
滅
す
る
は
、
大
過
な
り
。
君
子
以
て
獨
立
り
て
懼
れ
ず
、

世
を
遁
れ
て
悶
無
し
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
君
子
と
は
乾
初
を
謂
ふ
。
陽
巽
中
に
伏
し
、
體
一
爻
を



『
京
氏
易
傳
』
八
宮
構
造
の
繼
承

二
五

接
也
。（
蒙

九
二
爻
辭
・
象
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
、坤
爲
包
。
應
五
據
初
、初
與
三
四
同
體
、包
養
四
陰
、故
「
包

蒙
、
吉
」。
震
剛
爲
夫
、
伏
巽
爲
婦
、
二
以
剛
接
柔
、
故
「
納
婦
、
吉
」。

二
稱
家
。
震
、長
子
、主
器
者
。
納
婦
成
初
。
故
㊒「
子
克
家
」也
。（『
周

易
集
解
』
卷
二
）

【
經
】
九
二
、
蒙
を
包
ぬ
、
吉
。
婦
を
納
る
、
吉
。
子
、
家
を
克
む
。
象
に

曰
く
、
子
、
家
に
克
つ
、
剛
柔
接
す
る
な
り
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
坤
は
包
と
爲
す
。
五
に
應
じ
初
に
據
り
、
初
と
三
四
と

は
體
を
同
じ
く
し
、
四
陰
を
包
養
す
、
故
に
「
包
蒙
、
吉
」。
震
剛
は

夫
と
爲
し
、
伏
巽
は
婦
と
爲
し
、
二
は
剛
を
以
っ
て
柔
に
接
す
、
故
に

「
納
婦
、
吉
」。
二
は
家
と
稱
す
。
震
は
長
子
に
し
て
、
器
を
主
る
者
。

婦
を
納
れ
初
を
成
す
。
故
に
「
子
克
家
」
と
㊒
る
な
り
。」

　

こ
こ
で
は
蒙
卦
の
二
爻
か
ら
四
爻
の
互
體
震
に
對
し
て
伏
卦
を
取
っ
て
い
る

が
、『
京
氏
易
傳
』
の
飛
伏
が
問
題
に
す
る
の
は
上
下
體
の
み
で
あ
る
。

　
復　【

經
】
雷
在
地
中
、
復
。
先
王
以
至
日
閉
關
。
商
旅
不
行
。
后
不
省
方
。（
復

象
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
、先
王
謂
乾
初
。至
日
冬
至
之
日
。坤
闔
爲
閉
關
。巽
爲
商
旅
、

爲
近
利
市
三
倍
、
姤
巽
伏
初
、
故
商
旅
不
行
。
姤
象
曰
「
后
以
施
命
誥

四
方
。」今
隱
復
下
、故
后
不
省
方
、復
爲
陽
始
、姤
則
陰
始
。
天
地
之
始
、

陰
陽
之
首
。
已
言
先
王
、
又
更
言
后
。
后
、
君
也
。
六
十
四
卦
、
唯
此

重
耳
。（『
周
易
集
解
』
卷
六
）

【
經
】
雷
地
中
に
在
る
は
、復
。
先
王
至
日
を
以
て
閉
關
す
。
商
旅
行
か
ず
。

后
は
方
を
省
み
ず
。

故
に
「
孚
㊒
り
」。
震
は
中
行
と
爲
し
、
吿
と
爲
し
、
位
中
に
在
り
、

故
に
「
中
行
」
と
曰
う
。
三
は
公
位
な
り
。
乾
は
圭
と
爲
し
、乾
の
三
、

故
に
「
公
に
吿
げ
て
圭
を
用
ふ
」
と
。
圭
は
、
桓
圭
な
り
。」

　

益
卦
の
三
爻
は
陰
爻
。
そ
の
陰
爻
に
隱
れ
た
伏
陽
が
表
に
現
れ
る
と
、
二
爻
か

ら
四
爻
の
互
體
に
坎

が
現
れ
る
、
こ
れ
が
「
孚
㊒
り
」
で
あ
る
、
と
い
う
。

爻
單
獨
の
「
伏
」
で
あ
る
。

　
困　【

經
】
澤
無
水
、
困
。
君
子
以
致
命
遂
志
。（
困

象
傳
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
、
君
子
謂
三
。
伏
陽
也
。
否
坤
爲
致
、
巽
爲
命
、
坎
爲
志
、

三
入
陰
中
、
故
「
致
命
遂
志
」
也
。（『
周
易
正
義
』
卷
九
）

【
經
】
澤
に
水
無
き
は
、
困
。
君
子
以
て
命
を
致
し
志
を
遂
ぐ
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
君
子
と
は
三
を
謂
ふ
。
伏
陽
な
り
。
否
の
坤
は
致
と
爲

し
、巽
は
命
と
爲
し
、坎
は
志
と
爲
す
。
三
は
陰
中
に
入
る
。
故
に
「
命

を
致
し
志
を
遂
ぐ
」
な
り
。

　

困
の
三
爻
は
陰
爻
で
あ
る
か
ら
そ
の
裏
に
君
子
た
る
「
伏
陽
」
が
い
る
と
す
る

も
の
。
こ
れ
も
爻
單
獨
の
「
伏
」
を
說
く
。

◎
八
卦
の
「
伏
」
を
言
う
が
、
飛
伏
の
規
則
に
反
し
て
い
る
例

　

こ
の
場
合
は
歬
項
の
例
に
比
べ
あ
る
程
度
京
房
の
「
飛
伏
」
の
影
響
が
色
濃
い
。

し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
京
房
が
提
起
し
た
規
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。

　
　
　
　
　

　
蒙　【

經
】
九
二
、
包
蒙
、
吉
。
納
婦
、
吉
。
子
克
家
。
象
曰
、
子
克
家
、
剛
柔
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◎
京
房
の
「
飛
伏
」
を
十
分
反
映
し
て
い
る
例

　
繫
辭
下
傳

【
經
】
上
古
結
繩
而
治
、
後
世
聖
人
易
之
以
書
契
。
百
官
以
治
、
萬
民
以
察
、

蓋
取
諸
夬
。

【
㊟
】
九
家
易
曰
、
古
者
無
文
字
、
其
㊒
約
誓
之
事
、
事
大
大
其
繩
、
事
小

小
其
繩
、
結
之
多
少
、
隨
物
眾
寡
、
各
執
以
相
考
、
亦
足
以
相
治
也
。

夬
本
坤
世
、
下
㊒
伏
坤
、
書
之
象
也
。
上
又
見
乾
、
契
之
象
也
。
以
乾

照
坤
、
察
之
象
也
。
夬
者
、
決
也
。
取
百
官
以
書
治
職
萬
民
、
以
契
朙

其
事
。
契
、
刻
也
。
大
壯
進
而
成
夬
、
金
決
竹
木
、
爲
書
契
象
、
故
法

夬
而
作
書
契
矣
。

【
經
】
上
古
は
結
繩
し
て
治
ま
る
も
、
後
世
の
聖
人
之
に
易
ふ
る
に
書
契
を

以
て
す
。
百
官
以
て
治
ま
り
、
萬
民
以
て
察
す
る
は
、
蓋
し
諸
を
夬
に

取
る
。

【
㊟
】
九
家
易
曰
く
「
古
者
文
字
無
く
、
其
れ
約
誓
の
事
㊒
ら
ば
、
事
大
な

れ
ば
其
の
繩
を
大
に
し
、
事
小
な
れ
ば
其
の
繩
を
小
に
し
、
結
の
多
少
、

物
に
隨
ひ
て
眾
寡
し
、
各
お
の
執
り
て
以
て
相
考
へ
、
亦
た
以
て
相
治

む
る
に
足
る
な
り
。
夬
は
坤
世
に
本
づ
き
、
下
に
伏
坤
㊒
る
は
、
書
の

象
な
り
。
上
に
又
た
乾
見
は
る
る
は
、
契
の
象
な
り
。
乾
を
以
て
坤
を

照
ら
す
は
、
察
の
象
な
り
。
夬
は
、
決
な
り
。
百
官
を
取
り
て
書
を
以

て
萬
民
を
治
職
し
、
契
を
以
て
其
の
事
を
朙
ら
む
。
契
は
、
刻
な
り
。

大
壯
進
み
て
夬
と
成
る
、
金
決
竹
木
は
書
契
の
象
と
爲
す
、
故
に
法
夬

し
て
書
契
を
作
す
。」

　

夬
卦
は
坤
宮
五
世
卦
で
あ
り
、そ
れ
を
以
て
「
伏
坤
」
が
あ
る
と
い
う
の
は
『
京

氏
易
傳
』
の
說
く
飛
伏
の
通
り
で
あ
る
。
よ
く
あ
る
誤
解
で
は
、
最
も

單
な
タ

イ
プ
の
飛
伏
の
規
則
を
す
べ
て
の
卦
に
㊜
用
し
て
し
ま
い
、
夬

の
伏
卦
を
剝

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
先
王
と
は
乾
初
を
謂
ふ
。
至
日
と
は
冬
至
の
日
な
り
。

坤
闔
は
閉
關
と
爲
し
。
巽
は
商
旅
と
爲
し
、「
近
利
市
三
倍
」
と
爲
し
、

姤
巽
初
に
伏
す
、
故
に
「
商
旅
行
か
ず
」。
姤
象
曰
く
「
后
以
て
命
を

施
し
四
方
に
誥
す
」。
今
復
下
に
隱
る
、
故
に
「
后
方
を
省
み
ず
」、
復

は
陽
の
始
と
爲
し
、
姤
は
則
ち
陰
の
始
な
り
。
天
地
の
始
、
陰
陽
の
首
。

已
に
先
王
と
言
ひ
、
又
た
更
に
后
と
言
ふ
。
后
は
、
君
な
り
。
六
十
四

卦
、
唯
だ
此
れ
重
な
る
の
み
。」

　

復
卦
の
下
體
に
姤
の
下
體
が
伏
し
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
『
京
氏
易
傳
』
の

飛
卦
伏
卦
に
は
八
宮
卦
だ
け
を
當
て
る
の
で
、
こ
の
論
法
は
や
は
り
飛
伏
の
本
義

に

し
て
い
な
い
。

◎
八
卦
の
「
伏
」
を
言
い
、
京
房
の
「
飛
伏
」
と
合
致
し
て
は
い
る
が
、
ご
く
單

純
な
部
分
に
と
ど
ま
る
例

坤　【
經
】
龍
戰
於
野
、
其
血
玄
黃
。（
坤

上
六
爻
辭
）

【
㊟
】
荀
爽
曰
、
消
息
之
位
、
坤
在
於
亥
。
下
在
伏
乾
、
爲
其

於
陽
、
故

稱
「
龍
」
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
二
）

【
經
】
龍
、
野
に
戰
ふ
、
其
の
血
玄
黃
。

【
㊟
】
荀
爽
曰
く
「
消
息
の
位
、
坤
は
亥
に
在
り
。
下
に
は
伏
乾
在
り
、
其

れ
陽
を

ぬ
る
と
爲
す
、
故
に
「
龍
」
と
稱
す
る
な
り
。」

　

こ
れ
は
「
飛
伏
」
中
で
最
も
代
表
的
な
八
宮
卦
の
飛
伏
を
說
い
た
も
の
。
３
種

の
飛
伏
の
う
ち
で
最
も
命
脉
を
保
っ
た
タ
イ
プ
と
い
え
る
が
、
近
人
が
こ
の
タ
イ

プ
の
飛
伏
の
み
を
擧
げ
て
全
て
の
飛
伏
を
說
朙
し
た
か
の
ご
と
く
解
釋
す
る
例
の

多
さ
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
記
述
を
以
て
全
て
の
飛
伏
が
『
京
氏
易
傳
』
の
說
く
通

り
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と

斷
は
で
き
な
い
。
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【
經
】
離
。
利
貞
、
亨
。（
離

卦
辭
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
「
坤
二
五
之
乾
、與
坎
旁
通
。
於
爻
、遯
初
之
五
、柔
麗
中
正
、

故
「
利
貞
、
亨
」」。（『
周
易
集
解
』
卷
六
）

【
經
】
離
。
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨
る
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
坤
の
二
五
乾
に
之
く
、坎
と
旁
通
す
。
爻
に
於
け
る
や
、

遯
の
初
五
に
之
く
。
柔
中
正
に
麗
く
、
故
に
「
貞
し
き
に
利
あ
り
、
亨

る
」
と
」。

【
經
】
畜
牝
牛
、
吉
。（
離

卦
辭
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
「
畜
、
養
也
。
坤
爲
牝
牛
。
乾
二
五
之
坤
成
坎
、
體
頤
養
象
。

故「
畜
牝
牛
、吉
」。
俗
說
皆
以
離
爲
牝
牛
、失
之
矣
。（『
周
易
集
解
』卷
六
）

【
經
】
牝
牛
を
畜
ふ
、
吉
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
畜
と
は
、
養
な
り
。
坤
は
牝
牛
と
爲
す
。
乾
の
二
五
坤

に
之
き
坎
を
成
す
、頤
養
の
象
を
體
す
。
故
に
「
牝
牛
を
畜
ふ
、吉
」
と
。

俗
說
皆
な
離
を
以
て
牝
牛
と
爲
す
は
、
之
を
失
す
。」

　

離

に
つ
い
て
虞
飜
は
「
坤

の
二
爻
と
五
爻
が
乾

に
入
る
」、
あ
る
い

は
「
遯

の
初
爻
が
五
爻
と
入
れ
替
わ
る
」
と
い
う
卦
變
に
よ
り
成
立
す
る
と

說
朙
す
る
。『
周
易
集
解
』
中
に
見
え
る
虞
飜
の
卦
變
で
は
、
卦
變
の
起
點
に
な

り
や
す
い
卦
が
い
く
つ
か
決
ま
っ
て
い
る
。
十
二
消
息
卦
の
一
部
と
乾
坤
が
そ
れ

に
當
た
る
。
乾
坤
が
起
點
と
な
る
場
合
、一
方
の
卦
の
爻
が
も
う
一
方
に
入
る（
た

と
え
ば
乾

の
某
爻
が
坤

の
某
爻
に
之
く
）
と
い
う
形
で
說
朙
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
十
二
消
息
卦
を
起
點
と
す
る
場
合
は
、
あ
る
卦
の
中
で
二
つ
の
爻
の
位
置
が

入
れ
替
わ
る
と
い
う
說
朙
が
多
い
。

　

離

に
お
い
て
は
、
坎

と
「
旁
通
」
す
る
と
宣
言
さ
れ
る
。
再
言
す
れ
ば
、

と
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
夬

は
坤
宮
五
世
卦
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
夬

の
裏
に
は
坤

が
伏
し
て
い
る
と
す
る
の
が
京
房
の
飛
伏
で
あ
る
。
よ
く
誤
解

さ
れ
て
い
る
タ
イ
プ
の
飛
伏
に
踏
み
込
ん
で
お
り
、『
京
氏
易
傳
』
の
飛
伏
全
體

に
對
す
る
深
い
理
解
を
窺
わ
せ
る
。

　
『
集
解
』
中
に
八
卦
を
擧
げ
て
「
伏
」
を
言
う
例
を
整
理
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
の
よ
う
な
內
譯
と
な
る
。

■　

飛
伏
の
規
則
に
反
し
て
い
る
例
…
…
5
例

■　

飛
伏
の
規
則
の
ご
く
單
純
な
部
分
の
み
に
言
及
し
て
い
る
が
、
正
確
な
理
解

に
基
づ
く
か
は
判
別
で
き
な
い
…
…
9
例

■　

飛
伏
の
規
則
を
知
悉
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
…
…
1
例

◎
虞
飜
の
「
伏
」
に
つ
い
て

　

虞
飜
の
「
伏
」
字
を
あ
る
程
度
合
理
的
に
解
釋
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
設
定
し

た
卦
變
や
そ
の
他
の
技
法
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
例
、
虞
飜
は

卦
辭
彖
辭
の
ご
く
早
い
部
分
に
つ
い
て
㊟
し
て
、
そ
の
卦
が
ど
の
卦
か
ら
變
じ
て

成
っ
た
も
の
か
を
說
朙
し
て
い
る
。
ま
た
時
に「
旁
通
」を
も
說
く
。
こ
れ
は「
あ

る
卦
は
、
そ
の
卦
の
卦
象
の
陰
陽
を
全
て
反
轉
さ
せ
た
卦
象
の
卦
と
强
い
關
係
を

持
つ
」
と
い
う
觀
念
で
、
た
と
え
ば
乾

と
坤

、
震

と
巽

は
旁
通
の
關

係
に
あ
る
。

　

こ
う
し
て
引
か
れ
た
卦
の
卦
爻
辭
や
物
象
が
、
そ
れ
以
降
の
經
文
解
釋
に
お
い

て
援
用
さ
れ
る
の
も
ま
た
通
例
で
あ
る
。
た
と
え
ば
最
初
に
引
い
た
離

の
冐

頭
、
虞
飜
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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離

の
卦
象
を
す
べ
て
反
轉
し
て
得
ら
れ
る
の
が
坎

で
あ
り
、
こ
う
し
た
二

卦
は
互
い
に
密
接
な
關
係
性
を
持
つ
と
虞
飜
は
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
言
朙
に
よ
り
、
虞
飜
は
こ
の
後
の
經
文
解
釋
に
お
い
て
乾

・
坤

や
遯

、
さ
ら
に
は
坎

の
卦
辭
爻
辭
や
物
象
を
援
用
す
る
（
彼
な
り
の
）
根

據
を
得
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
條
目
の
例
に
そ
の
發
揮
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
經
文
の
「
畜
牝
牛
」
の
文

字
に
對
し
、
虞
飜
は
「
畜
は
養
で
あ
り
、
牝
牛
は
坤

で
あ
る
（
說
卦
傳
に
「
坤

爲
地
、
爲
母
…
…
爲
子
母
牛
」
と
あ
る
）。
乾

の
二
五
が
坤

に
之
く
と
坎

と

な
る
が
、
坎

の
二
爻
か
ら
五
爻
に
は
頤

と
よ
く
似
た
象
が
含
ま
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
經
に
「
畜
牝
牛
、
吉
」
と
い
う
の
だ
」
と
解
說
し
て
い
る
。
虞
飜
流
の
卦

變
や
旁
通
の
槪
念
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
坎

や
坤

に
よ
っ
て
離

の

卦
義
を
說
く
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
う
し
た
槪
念
を
下
旉
き
に
す

れ
ば
融
通
無
碍
に
見
え
た
援
用
に
も
あ
る
程
度
納
得
が
可
能
な
規
則
・
制
約
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
（
ち
な
み
に
こ
こ
に
は
互
體
を
三
爻
で
は
な
く
四
爻
に
見

出
だ
す
と
い
う
虞
飜
一
流
の
技
法
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
坎

の
二
爻
か
ら
五

爻
の
象
が
頤

の
卦
象
に
相
似
し
て
い
る
と
い
う
連
想
か
ら
互
體
を
見
出
だ
し
、
義
互
い

に
通
ず
る
と
考
え
る
。
虞
飜
は
こ
の
よ
う
な
四
爻
互
體
の
ほ
か
、
五
爻
互
體
を
も
唱
え
る
）。

　

先
に
引
い
た
離

の
「
伏
」
字
の
話
に
戾
れ
ば
、「
五
伏
陽
」
を
以
て
離

の

卦
義
を
說
く
の
も
、
離

が
坎

と
旁
通
を
な
し
、
坎

が
乾

の
二
爻
五
爻

が
坤

に
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
る
卦
で
あ
る
以
上
、
彼
に
と
っ
て
許
さ

れ
た
㊮
源
の
範
圍
內
で
の
立
論
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
爻
の
伏
を
言
う
例
と
し
て
、
鼎

に
つ
い
て
み
る
。

【
經
】
鼎
耳
革
、
其
行
塞
。
雉
膏
不
⻝
。（
鼎

九
三
爻
辭
）

【
㊟
】
虞
飜
曰
、
動
成
兩
坎
、
坎
爲
耳
、
而
革
在
乾
、
故
「
鼎
耳
革
」。
初

四
變
時
、
震
爲
行
。
鼎
以
耳
行
、
伏
坎
震
、
折
而
入
乾
、
故
「
其
行
塞
」。

離
爲
雉
、
坎
爲
膏
。
初
四
已
變
、
三
動
體
頤
。
頤
中
無
物
、
離
象
不
見
、

故
「
雉
膏
不
⻝
」。（『
周
易
集
解
』
卷
十
）

【
經
】
鼎
の
耳
革
ま
り
、
其
の
行
塞
が
る
。
雉
の
膏
⻝
は
れ
ず
。

【
㊟
】
虞
飜
曰
く
「
動
き
て
兩
坎
成
る
、
坎
は
耳
と
爲
す
、
革
は
り
て
乾
に

在
り
、
故
に
「
鼎
耳
革
」。
初
四
變
ず
る
時
は
、
震
は
行
と
爲
し
、
鼎

は
耳
を
以
っ
て
行
く
も
、
伏
坎
震
、
折
れ
て
乾
に
入
る
、
故
に
「
其
の

行
塞
が
る
」。
離
は
雉
と
爲
し
、
坎
は
膏
と
爲
す
。
初
四
已
に
變
じ
、

三
動
き
て
頤
を
體
す
。
頤
中
に
物
無
く
、
離
象
見
は
れ
ず
、
故
に
「
雉

膏
⻝
は
ず
」。」

　

こ
の
一
節
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
背
後
に
未
濟

と
大
畜

の
存
在
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
、
こ
の
部
分
は
鼎
卦
九
三
爻
辭
に
對
す
る
㊟

で
あ
る
の
で
、
九
三
を
變
じ
た
未
濟

と
の
關
係
を
想
定
す
る
の
は
比
較
的
自

然
で
あ
る
。
未
濟
卦
に
は
初
爻
か
ら
三
爻
・
三
爻
か
ら
五
爻
に
そ
れ
ぞ
れ
坎

の
象
が
あ
る
。
故
に「
動
き
て
兩
坎
成
る
」。
坎
を
耳
と
す
る
の
は
說
卦
傳
に
よ
る
。

さ
て
次
文
に
突
然
「
初
四
變
」
ず
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
伏
線
が
あ
る
。
虞

飜
は
鼎
卦
彖
傳
「
聖
人
亨
以
享
上
帝
、
而
大
亨
以
養
聖
賢
」
に
對
し
て
以
下
の
よ

う
に
㊟
し
て
い
る
。

聖
人
謂
乾
。
初
四
易
位
、
體
大
畜
。
震
爲
帝
、
在
乾
天
上
、
故
曰
「
上
帝
」。

體
頤
象
、
三
動
噬
嗑
⻝
、
故
「
以
享
上
帝
」
也
。
大
享
謂
天
地
養
萬
物
、
聖
人

養
賢
以
及
萬
民
。
賢
之
能
者
、
稱
聖
人
矣
。

聖
人
と
は
乾
を
謂
ふ
。
初
四
位
を
易
ふ
れ
ば
、大
畜
を
體
す
。
震
は
帝
と
爲
し
、

乾
天
上
に
在
り
、
故
に
「
上
帝
」
と
曰
ふ
。
體
頤
象
な
れ
ば
。、
三
動
き
て
噬

嗑
⻝
ら
ふ
、
故
に
「
以
て
上
帝
を
享
す
」
な
り
。
大
享
と
は
天
地
の
萬
物
を
養

ひ
、
聖
人
の
賢
を
養
ひ
て
以
て
萬
民
に
及
ぼ
す
を
謂
ふ
。
賢
の
能
者
、
聖
人
と
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す
。

　

要
す
る
に
、
調
理
器
具
で
あ
る
鼎
は
「
⻝
」
に
關
す
る
そ
の
他
の
卦
と
同
類
項

の
グ
ル
ー
プ
を
成
し
て
い
る
た
め
に
、
解
釋
の
上
で
大
畜

が
登
場
す
る
必
然

性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
鼎

の
初
と
四
を
變
じ
た
卦
こ
そ
、
こ
の
大
畜

で

あ
る
。
大
畜

が
鼎

の
背
後
に
存
在
す
る
と
す
る
と
、
大
畜

の
三
爻
か
ら

五
爻
に
は
震

が
現
れ
て
い
る
か
ら
、
鼎
卦
に
は
二
つ
の
坎

と
一
つ
の
震

の
伏
象
が
あ
る
と
言
い
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
象
が
鼎

の
象
が

完
成
す
る
に
至
っ
て
す
べ
て
失
わ
れ
、
二
か
ら
四
爻
に
乾

が
現
れ
る
。
こ
れ

が
「
初
四
變
ず
る
時
は
、
震
は
行
と
爲
し
、
鼎
は
耳
を
以
っ
て
行
く
も
、
伏
坎
震
、

折
れ
て
乾
に
入
る
」
の
意
で
あ
る
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、虞
飜
は
虞
飜
自
身
の
論
理
を
以
て
「
伏
」
を
唱
え
て
い
る
。

經
文
に
も
十
翼
に
も
「
伏
」
を
隱
藏
さ
れ
た
爻
象
・
卦
象
の
意
味
に
使
う
例
は
な

い
か
ら
、
こ
う
し
た
意
味
で
「
伏
」
の
字
を
使
っ
た
點
は
京
房
易
の
影
響
を
受
け

て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、
虞
飜
が
こ
の
文
字
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
觀
念

は
八
宮
說
を
基
礎
に
置
く
京
房
の
「
飛
伏
」
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結　

論

　
『
京
氏
易
傳
』
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
「
八
宮
」
と
「
飛
伏
」
の
槪
念
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
『
周
易
集
解
』
を
材
料
に
そ
の
歷
史
的
な
繼
承
關
係
を
檢
討
し
た
。
結

論
を
言
え
ば
、『
周
易
集
解
』
に
收
め
ら
れ
た
諸
家
は
、
八
宮
に
つ
い
て
は
『
京

氏
易
傳
』
の
理
論
を
そ
の
ま
ま
引
き
繼
い
で
い
る
一
方
、
飛
伏
に
關
し
て
は
そ
の

規
則
を
大
幅
に
改
變
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
獨
自
の
理
論
に
塗
り
替

え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

兩
者
の
繼
承
の
㊒
樣
を
比
較
す
る
と
、
八
宮
說
に
つ
い
て
は
「
正
性
」
の
盛
衰

と
い
う
本
義
に
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、「
伏
」
を
說
く
易
家
は
『
京

氏
易
傳
』
流
の
「
飛
伏
」
の
規
則
に
は
あ
ま
り
關
心
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
思
う
に
「
伏
」
を
說
く
動
機
は
、
も
っ
ぱ
ら
經
文
解
釋
に
便
宜
あ
る
卦
象
を

引
き
出
す
こ
と
、
つ
ま
り
一
つ
の
卦
象
か
ら
複
數
の
卦
象
を
引
き
出
す
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
「
伏
」
と
い
う
字
は
「
飛
伏
」
を
離
れ
、
む
し
ろ
な
ん
ら
か
改
變

を
受
け
た
「
伏
」
が
代
表
的
な
も
の
と
目
さ
れ
て
『
集
解
』
中
の
多
數
を
占
め
る

ほ
ど
に
な
っ
た
。

　

本
論
で
は
虞
飜
の
「
伏
」
に
つ
い
て
主
に
檢
討
し
た
が
、
虞
飜
以
外
の
說
に
話

を
廣
げ
て
も
、『
京
氏
易
傳
』
の
「
飛
伏
」
を
正
確
に
踏
ま
え
た
表
現
は
『
九
家
易
』

の
一
例
の
み
で
あ
る
。一
方
で
、「
伏
」が「
現
在
見
え
て
い
る
象
を
反
轉
し
た
も
の
」

と
理
解
さ
れ
る
點
は
『
京
氏
易
傳
』（
に
お
け
る
飛
伏
の
一
パ
タ
ー
ン
）
と
『
周
易
集

解
』の
各
家
に
共
通
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、經
文
に
も
十
翼
に
も「
伏
」

を
隱
藏
さ
れ
た
爻
象
・
卦
象
の
意
味
に
使
う
例
は
な
い
か
ら
、「
伏
」
字
を
こ
の

よ
う
な
意
味
で
用
い
る
點
に
は
『
京
氏
易
傳
』
の
一
定
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
狀
況
を
要
す
る
に
、『
京
氏
易
傳
』
の
八
宮
說
あ
る
い
は
飛
伏
說
の
着
想

は
後
の
易
學
に
一
定
の
影
響
を
與
え
た
が
、
八
宮
が
原
義
を
保
存
し
た
形
で
繼
承

さ
れ
た
一
方
、
飛
伏
說
が
後
學
を
觸
發
し
た
の
は
ひ
と
え
に
「
ひ
と
つ
の
卦
象
か

ら
よ
り
多
く
の
卦
象
を
引
き
出
す
」
點
に
留
ま
り
、
そ
の
規
則
は
便
宜
に
合
わ
せ

て
改
變
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
故
に
本
來
飛
伏
理
論

の
歬
提
で
あ
っ
た
八
宮
を
言
わ
な
い
易
家
に
も
飛
伏
の
觀
念
が
受
け
繼
が
れ
た
、

と
も
言
え
る
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
伏
」
は
『
京
氏
易
傳
』
の
「
飛
伏
」
と
は

別
の
も
の
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
人
の
飛
伏
理
解
が
し
ば
し
ば
混
亂
し
て
い
た
り
、
そ
の
思
想
的

意
義
を
ほ
ぼ
論
じ
な
か
っ
た
の
も
、『
集
解
』
の
こ
の
㊒
樣
に
一
つ
の
原
因
が
あ
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る
よ
う
に
思
う
。『
集
解
』
は
唐
代
ま
で
の
代
表
的
な
象
數
易
說
の
集
積
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
、『
京
氏
易
傳
』
を
讀
み
解
こ
う
と
す
る
際
に
も
當
然
第
一
に
參
照

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
集
解
』
の
中
に
は
『
京
氏
易
傳
』
の
飛
伏
を
そ
の

ま
ま
傳
え
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
代
わ
り
と
ば
か
り
に
見
え
る
の
は
虞
飜
の
說

く
「
爻
の
伏
」
や
「
互
體
の
伏
」
の
用
例
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
を
基
に
『
京
氏

易
傳
』
の
飛
伏
を
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
そ
の
原
義
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は

む

べ
く
も
な
い（
９
）。
八
宮
說
の
核
心
で
あ
る
「
正
性
」
の
盛
衰
を
卦
變
と
と
も
に
描
寫

す
る
『
京
氏
易
傳
』
の
飛
伏
は
、
唐
代
に
は
象
數
易
家
に
さ
え
顧
み
ら
れ
な
い
遺

物
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

早
川
泉
「
飛
伏
說
か
ら
み
る
『
京
氏
易
傳
』
の
八
宮
構
造
」（『
中
國
哲
學
硏
究
』

第
29
號　
東
京
大
學
中
國
哲
學
硏
究
會　2017
）

（
２
）　

朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』p.132

（
３
）　

例
え
ば
朱
上
揭
書p.131-133

（
４
）　

例
え
ば
鈴
木
由
次
郞
『
漢
易
硏
究
』p.212-215
、
郭
彧
『
京
氏
易
源
流
』

p.73-74

（
５
）　

正
性
潰
亂
、
極
乃
反
、
爲
游
魂
。（『
京
氏
易
傳
』
坎
宮
五
世
卦
豐

）

（
６
）　

卦
復
本
宮
。
曰
大
㊒
。
內
象
見
乾
、
是
本
位
。（『
京
氏
易
傳
』
乾
宮
歸
魂
卦
大
㊒

）

（
７
）　

劉
玉
建
『
兩
汉
象
數
易
學
硏
究
（
上
）』p.342　
廣
西
敎
育
出
版
社　199（

（
８
）　

例
え
ば
『
周
易
集
解
』
卷
一
に
「
虞
飜
曰
「
謂
四
已
變
、
則
五
體
離
。
離
爲
飛
、

五
在
天
、
故
「
飛
龍
在
天
、
利
見
大
人
」
也
。」
と
あ
る
。
虞
飜
の
㊟
に
は
離
を
飛

と
解
す
る
例
が
き
わ
め
て
多
い
。

（
９
）　

胡
一
桂
『
周
易
諬
蒙
翼
傳
』
に
は
槪
ね
正
確
な
飛
伏
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
參
照
し
て
い
る
は
ず
の
學
者
の
飛
伏
理
解
も
し
ば
し
ば
誤
っ
て
い
る
の
は
不

思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
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